
　新年明けましておめでとうございます。
　昨年中は登録医の先生方をはじめ、医師会および
歯科医師会の皆さまには、多大なるご支援をいただ
き、誠にありがとうございました。
　さて、長年皆さまにご迷惑をおかけしてきました、
増築工事がいよいよ竣工し、3 月 2 日（月）より運用
開始致します。2 月 11 日（祝）には内覧会を計画し
ていますので、お越しいただけますと幸いに存じます。
　当院は、「救急医療」と「がん診療」を診療の大
きな２つの柱としていますが、新棟には「がん総合医

療センター」を新設し、がん患者さまに寄り添った、
できるだけ低侵襲で優しくきめ細かい、がん診療を
提供致します。
　新棟完成後は、手狭となりました「救命救急セン
ター外来」の拡充工事へ引き続き取りかかりますの
で、もうしばらくご迷惑をおかけすることとなります。
　今年も、登録医の先生方や地域の医療機関の皆さ
ま方と共に、熊本県の医療に貢献できますよう努力し
て参る所存です。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

新年のご挨拶
院長
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　新年あけましておめでとうございます。
　まず、県内外の医科・歯科連携病院、施設の皆様
におかれましては、日頃より当院に御理解御協力をい
ただき有り難うございます。私と致しましては、昨年
4 月に執行部に入りまして特に医療安全について学び
ながら取り組ませていただきました。繰り返されるイ
ンシデントの多さに、まさに「医療安全にゴールはな
い」を実感した一年でありました。「ルールを守るも
のはルールに守られる」昨年一番心に残った言葉です。
これからも地道に前進していきたいと存じます。
　さて、今年 2 月には新外来棟も竣工いたします。新
たな気持ちとともに今年一年医療安全第一で無事に
乗り切りたいと存じます。本年もどうぞよろしくお願い
申し上げます。

副院長
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　明けましておめでとうございます。昨年は大変
お世話になりました。
　今年は 2020 年のねずみ年。オリンピックが開
催される年にあたり、当院としては 150 周年、新
外来棟での診療が開始となるなど、なにかと節目
の年になりそうです。また、診療報酬改定の年に
あたり、数年前から懸案の地域医療構想、働き方
改革など医療環境を大きく変える改革もうまく乗
り切らねばならないと思っています。さらなる飛
躍の年になるよう、気持ちを新たに頑張りたいと
思います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

副院長
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　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、熊本初の看護師特定行為研修指定施
設として、研修修了者 2 名を輩出し、今年はいよ
いよ活動を開始します。また、関係者のご尽力
を持って、いよいよフライトナースも始動します。
十二支の 1 番目である子年だからこそ、地域の皆
様のために何ができるのか、一人一人が持てる力
を再認識し、学び育て、今より一歩先の未来に向
かって行動する始まりの年にしていきたいと思い
ます。
　私たち一人一人の力はねずみの様に小さいかも
しれませんが、地域医療の関係者の皆様と共に手
をとりあい大きな力となり、令和の道を一歩一歩
進んでまいりたいと思いますので、本年も何卒よ
ろしくお願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年中は臨床薬理セミナーや二の丸薬薬連携
講演会では熊本県病院薬剤師会、熊本県薬剤師
会、熊本市薬剤師会の皆様には大変お世話にな
りました。
　現在、外来経口抗がん剤患者さまへのフォロ－
アップ体制の強化に取り組んでいます。処方箋の
コメント欄を用いて初回の薬剤説明を薬局に依頼
し、その際に返信されてくる情報をもとに 2 回目
以降の薬剤師外来を行う予定です。またレジメン
等の薬物療法の情報や処方箋の疑義照会内容、
医薬品安全性情報を共有し、良質で安全な薬物
療法が提供できるように連携を深め、相互に情報
発信ができるように努めていきたいと思います。
　熊本の皆様と地域の医療関係者の皆様にとっ
て、良い一年になりますようお祈りいたします。

看護部長
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　新年あけましておめでとうございます。皆様方
におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申
し上げます。昨年中は大変お世話になりました。
本紙面をお借りして、お礼申し上げると共に本年
もどうぞよろしくお願いいたします。
　さて、今年の干支は「子年」であり、オリンピッ
クの年でもあります。
　ちなみに「子年」には増えるという意味合いが
あり、命が誕生しようとする意味があります。当
院も今年 3 月には新外来棟が新築オープンし、ま
た新しい年が始まります。益々のご発展を祈念い
たしますと共に、今年一年「一生懸命」、「一所懸
命」頑張って参りますのでよろしくお願いいたしま
す。最後に、本年が皆様方にとって、良い年にな
りますようにお祈りいたします。

事務部長

植
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　明けましておめでとうございます。
　当院は新薬の治験にさらに積極的に取り組みます。
希望される患者さまがいらっしゃいましたら是非御紹
介ください。
　さて働き方改革を受け、今や臨床研究・教育はあ
る意味逆風の時代です。上司からの直接指示または
暗示があれば研究や学会発表、時間外の勉強会出席
等々は『業務』と見なすべし、等々この数年で信じら
れぬほど考え方が変化し、健全経営の桎梏となります。
　しかしそんな時代でも若手の医療者や将来の医療
の質が劣化しないために、向上心がありアカデミック
な活動にも取り組む当院職員に対して病院としても可
能な限りバックアップを行い、また、院外の先生方や
スタッフの方々にも、可能な限り勉強会や研修会の機
会を提供し続ける所存です。
　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

臨床研究部長　
地域医療研修センター長
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た
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お
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　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、当院の救命救急センターに格別のご
高配をいただき誠にありがとうございます。
　当院の救命救急センターは、「24 時間 365 日、
全職員を挙げて断らない救命救急医療」を基本
理 念に掲げ、救命救 急医療に取り組んでおりま
す。しかしながら、やむを得ない事情のため、時
にお断りしたり、他の病院への紹介や入院をお願
いさせていただいたりすることもございます。心よ
りお詫び申し上げますとともに、このような時に入
院をいつも快くお引き受けいただいている病院の
先生方におかれましては、心より感謝申し上げま
す。今年も、基本理念に則り、救命救急医療に取
り組んでまいりたいと存じます。何卒、当センター
にご支援・ご指導をいただきますようお願い申し
上げます。

　新年あけましておめでとうございます。地域医療連携
室室長兼泌尿器科部長の菊川です。連携室室長に就きま
してから、県内の各病院の地域医療連携の会に参加する
機会を頂きました。平日の夜間に行われる場合が殆どで
したので、最初は仕事に疲れ果て義務的な気持ちで臨ん
でいました。しかし、各病院の新たな取り組み、患者さ
まを増やすための努力を知るにつけ、連携会の参加も有
意義なものに変わり、時には衝撃を覚えるような医療技
術にも出会える事ができました。熊本医療センターを振り
返ってみると、当院での新たな取り組みは十分であるの
か、各診療科の診療内容はレベルアップできているのか
などいろいろと考える機会を頂きました。各医療機関の
皆様には感謝申し上げます。
　今年も全力で医療連携に取り組みます。どうぞご指導
ご鞭撻のほどお願い申し上げます。なお、懇親会の料理
は当院のものより上等？で美味しかったように感じました。

地域医療連携室室長
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救命救急部長
救命救急センター長
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　新年あけましておめでとうございます。
昨年は、令和となり時代の変化を感じる年でした。
また、ラグビーワールドカップが開催され熊本で
も２試合行われ記憶に残る１年でもありました。私
としては、統括診療部長としての１年目で、地域
連携等で皆様に貢献できたかどうかと反省する１
年でもありました。
　今年は、新しい外来棟の運用も始まり、診療
部としては業績向上が責務となる年の始まりです。
病院全体が one team となれるように診療部をま
とめて頑張っていきたいと思っています。今後とも
皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

統括診療部長

宮
みや
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のぶ

友
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第2~5回｜ 目立病院機構熊本医療ゼジター医学会プログラ）公

令和 2年 1月18日（土）

高橋 毅 （国立病院機構熊本医療センタ一院長）開会の辞
8 : 35～ 8 : 40 

一般演題I『外科系・その他部門」 座長：岩上志朗先生 （熊本大学大学院生命科学研究部 消化器外科学外科医長、助教）
8 : 40～9 : 52 竹下弘子（国立病院機構熊本医療センター5北病棟ICU看護師長）

I -1 当院のリンパ浮腫における複合的治療とセルフケア教育の現状と課題
看護部1) 形成外科2) 安永浩子1) 大塚美里1) 川竹美恵1〕後藤みゆき1〕大島秀男 2)

I -2 炎症マーカーはACP（アドバンスケアプランニング）の時期を決める客観的指標になり得るか？
腫鹿内科 議部博隆 山本春風 栄達智境健爾

I -3 当科における小径腎細胞癌に対する凍結療法の初期経験

泌尿器科 近浦慶太東俊之介西津秀和 鮫島智洋 銘苅晋吾矢野大輔
前田喜寛 菊川浩明

I 4 TAPP術後の水腫／血腫発症リスク因子の検討
外科 森戸 淳 小澄敬祐 久保田竜生湯本信成松本嵩史美馬浩介

井上光弘 水元孝郎宮成信友
I 5 急性胆嚢炎における早期胆嚢摘出術の妥当性とPTGBDの有用性の検討

外科 湯本信成 小澄敬祐 美馬浩介 森戸 淳松本嵩史井上光弘

水元孝郎 久保田竜生宮成信友
I -6 非骨傷性頚髄損傷に手術適応はないのか？

整形外科 唐田宗一郎田畑聖吾福元哲也前田 智中馬東彦 松下任彦

I -7 前交通勤脈破裂巨大脳動脈癖の→例

脳神経外科
I -8 小児の上腕に発生した木村氏病の 1例

形成外科1) 小児科2)

一般演題E『内科系・歯科・その他部門」
9 : 55～11 : 07 

平井奉博 相馬史郎橋本伸朗

中川隆志 武末吉広 水上秀紀 大塚忠弘

前山 徹1）東野哲志1）大島秀男1) 水上智之2)

座長 ：瀧 賢一郎（国立病院機構熊本医療センタ一手術センター長麻酔科部長）
出口 恵美（国立病院機構熊本医療センター 7西病棟看護師長）

II 1 静注血栓溶解（rt-PA）療法が有効であった発症時刻不明脳梗塞の一例
脳神経内科 津田麻友美 津田幸元 天野朋子 小阪崇幸幸崎弥之助

II -2 血栓性微小蜘管症を合併した悪性リンパ腫の一例

血液内科 福田俊樹窪田晃 杉谷浩規平野太一 三井士和 井上佳子
栄達智 原田奈穂子 河北敏郎日高道弘

II 3 骨髄異形成症候群を発症したKlinefelter症候群の一例

血液内科 水田貴大三井士和 河北敏郎原田奈穂子栄達智 井上佳子
平野太一窪田晃 杉谷浩規 日高道弘

II 4 病棟・緩和ケア・ NST各担当栄養士が関わり栄養管理を行った1症例

栄養管理室 酒井雄土 木佐貫悠北向由佳四元有吏
II -5 歯科口腔外科の障がい者における麻酔導入

歯科口腔外科1）麻酔科2) H宮本悠基1) 中島 健 1) 瀧賢一郎2)

II -6 当院における摂食鴨下チームの取り組み～KTバランスチャート （KTBC）を導入してみえてきたこと～

歯科口腔外科 蒲原英恵 谷口広祐 中尾美 文 中川文 雄 田平佳苗森久美子
森 淑子中島健

II -7 7商病棟に入院となった自傷・自殺未遂症例の検討
精神科1）心理療法土2) 泉 雄気1）大潮一太1）右田 光 1）満崎晃志l〕橋本聡1)

地域医療連携室3) 7南副看護師長4）山下建昭1) 漬野 学2）安藤秀陛3）佐々木主＿4〕竹下喜代美5〕
ドクター秘書5)

II 8 無呼吸と意識障害をきたし集中治療で改善した非撞撃性てんかん重積発作（NCSE）の一例
救急集中治療部 楯直晃 松尾悠史深水浩之室谷直樹江良 正狩野亘平

一般演題E 『事務・看腹部門」
11 : 10～12: 13 

山田 周 北田真己 棲井聖大 渋沢崇行 清水千華子原田正公
高橋毅

座長 ：前田光一郎（国立病院機構熊本医療センタ一事務部経営企画室長）
押川妃ニ美（国立病院機構熊本医療センター 7北病棟看護師長）

m 1 ドクター秘書による簡易版IRの検証と改訂
統括診療部1〕総合情報センタ一部2）宮本雅子1) 山下直美1) 原 向見1) 竹下喜代美1〕林田しのぶ1)

園田美樹2）宮成信友1）片淵 茂1)
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m-2 働き方改革に向けた「情報の共有と業務の効率化」について

事務部企画課 新里江美子安藤隆幸野村彩乃志道依見小原直樹
m 3 適切な給与の支給に関する取組について

事務部管理課 阿南裕介 植松裕出良和之有馬義弘 窪田真荊絵落合敦也
松岡さゆり

m-4 救急医療管理加算算定増加への取り組み
経営企画係長I）事務部長2) 南園奨I）植松裕2）原田正公3）前田光一郎4〕照屋彩子5〕

救命救急センタ一長3) 園田美樹5)

経営企画室長4) 診療情報管理士5〕

m s 看護安全対策委員会における危険予知トレーニング導入の効果について
救命救急センター 冨永啓史 牧野由希上田緋沙美森山ひろみ 堂園千代子井上範子

ill-6 当院における排尿ケアチーム介入の現状
看護部l〕診療看護師2) 藤川美和 I）上回緋沙美l) 団側宏 l）香月 麗 2〕 山田里香l〕
泌原器科3) 鮫島智洋3) 銘苅晋吾3) 前田喜寛3) 菊川浩明3)

ill-7 透析室における透析開始前のタイムアウトの有用性
看護部1) 臨床工学技士部2) 深山美香1) 杉谷珠美 I) 松下尚陣2) 竹本勇介2)

昼食（12: 13～13 : 00) 

一般漬題町『メディカルスタッフ・看瞳学校部門」 座長 ：竹本 勇介（国立病院機構熊本医療センター主任臨床工学技士）
13: 00～14: 12 高松三穂子（国立病院機構熊本医療センター附属看護学校教員）

IV-1 THA術後肺塞栓症・せん妄に対してリスク管理及びチーム介入を行い歩行能力拡大した高齢患者について
リハビリテーション科 和 田千尋古賀大地祭彩人宮川恵輔田中美和三輪栄太郎

石原亮一田中正則
町一2 院外処方筆における検査値表示による疑義照会への影響

薬剤部 音本辰暁 鶴崎泰史 花田聖典中川義浩
町－3 院内製剤の管理体制の見直しに関する取り組み

薬剤部 坂田光平 花田聖典鶴崎泰史中川義浩
町－4 診療報酬改定に伴う高気圧酸素療法の業績比較

救急救命部臨床工学技土 森永良和 新木信裕田代博崇
IV 5 輸血後感染症検査実施率向上への取り組みとその成果

臨床検査科1〕血液内科 4) 川畑小百合1〕林秀幸2) 田中里美3) 日高道弘4)

熊本大学病院中央検査部2)

国立病院機構大牟田病院臨床検査科3)

IV-6 圏外、県外で発生した重篤な有害事象について～速やかな報告をするために～
治験センター l）薬剤部2) 白津宏美1〕宮本美穂I）市下由美1）正代敦子1）吉井薫l) 斉田翌美l)

臨床研究部長3) 宮本聖子1) 鶴崎泰史2) 中川義浩2) 富田正郎3)

町 7 Dual Energy CT撮影による胆石の検出能の評価

放射線科 岩元優樹花田広憲本山雄基 近藤裕樹
町一8 「統合援助技術」演習における学生の思考と行動の関連

附属看護学校 橋口清美市場美織

一般演題V 『内科系・小児科部門」 座長：鈴木保子先生（阿部内科医院院長）
14: 15～15: 27 藤戸邦子（国立病院機構熊本医療センター 6南病棟看護師長）

V-1 当院における腫蕩出血に対する緩和的放射線治療成績

放射線治療科 松本忠士 冨高悦司
V -2 Pork-cat syndromeの3例

小児科 平井奈美緒方美佳水上智之
V 3 DPP4阻害薬と類天施療について

皮膚科 城野剛充島田佳奈子島田秀一牧野公治
V 4 発症から治療まで経過を追えたCronkhiteCanada症候群（CCS）の 1例

消化器内科1〕 大熊見奈1）冨口 純 I）志茂由美紀1）上野茂紀l〕 久木山直貴1)

武蔵ヶ丘病院内科2) 松山太一I）石井将太郎l) 中田成紀1）杉和洋l〕前田和弘2〕

V-5 心臓転移した肝細胞癌の 1例
消化器内科 岡本祐毅冨口純志茂田美紀上野茂紀久木山直貴松山太一

石井将太郎中田成紀杉和洋
V 6 「慢性腎臓病（CKD）対策』10年の総括

腎臓内科 生田源起 富田正郎梶原健吾中村朋文山本紗友梨伊達亮佑
V-7 視力低下を契機に診断に至った好酸球性多発血管炎性肉芽腫症

総合診療科I) 眼科2) 吉村文孝 I) 園友耕太郎l) 栄木大輔2) 辻 隆宏l〕

V-8 入院中に甲状腺機能低下を認め、剖検にて甲状腺へのアスペルギルス感染が明らかとなった一例
糖尿病内分泌内科 吉永智昭木下博之 小野恵子橋本章子西川武志

総評・閉会の辞 日高道弘（国立病院機構熊本医療センター副院長）
15: 30 



　熊本医療センター泌尿器科におきましては、去る令和元

年 11月１日19：00 より当院研修ホールにてカリフォルニア

大学サンフランシスコ校泌尿器科及び放射線科教授：篠原

克人先生をお招きし、講演会を開催致しましたので御報告

致します。泌尿器科領域では御高名な先生で、タレントの

間寛平さんがアメリカで前立腺癌治療を受けられた際の主

治医としても知られています。

　今回、米国における限局性前立腺癌治療の最新動向と題して講演いただきました。当院でも行っている密封

小線源治療（ブラキセラピー）を専門とされており、高リスク前立腺癌においては手術療法も上回る成績を示

され、我々も今後の前立腺癌の治療の方向性に確かな自信を持つことができました。

　篠原先生は今回、1 週間程度の短期来日でしたが、鳥取大学を始め、癌研有明病院、東北大学、最後に熊

本医療センターの 4 か所で講演を行われました。中でも熊本での参加者（院外含め 70 名ほど）が最も多く、

講演会後の懇親会も大いに盛り上がり、先生からも有意義な楽しい時間を過ごせた事に感謝しますとのお礼の

言葉を頂きました。多忙な先生は 2日後にはアメリカに帰国されました。

熊本医療センター　学術講演会
「米国における限局性前立腺癌治療の最新動向」

カリフォルニア大学

サンフランシスコ校

泌尿器科・放射線治療科 

教授 篠
しの

原
はら

 克
かつ

人
と

 先生

国立病院機構熊本医療センター

泌尿器科部長

　　菊
きく

川
かわ

 浩
ひろ

明
あき

　12 月から救命救急部で勤務させて頂いております山本太平
と申します。これまで東京医療センター救急科で勤務しており、
12 月〜２月という短期間ではありますが当院で働かせて頂くこ
とになっております。ご迷惑おかけすることもあるかと思いま
すが、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。

新任専攻医紹介

救命救急科専攻医

　　山
やま

本
もと

 太
たい

平
へい
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国立病院機構熊本医療センター
整形外科副部長・
総合情報センター部情報システム管理室長

　　前
まえ

田
だ

 智
さとし

くまもとメディカルネットワークでの
　熊本大腿骨頚部骨折シームレスケア研究会地域連携クリティカルパスの運用

最近のトピックス

整形外科（No.11）医学シリーズ
No.259

　近年社会全体の高齢化に伴い、90 歳以上の超高齢者への
手術機会も増えてきています。なかでも大腿骨頚部・転子部
骨折の手術は最も多く、これらは手術による早期離床を原則
としますが、また同時に術後の長期リハビリテーションを要す
ることから、医療連携の代表的疾患といえます。従来の施設
完結型から地域完結型医療へとかわりつつある現在の地域医
療において、施設間の垣根を越えた地域連携クリティカルパ
スは必要不可欠なツールとなります。我々は平成 15 年 10 月に

「治療に継ぎ目を作らない」という目的で大腿骨頸部骨折シー
ムレスケア研究会を発足させ、翌年 4 月からその地域連携ク
リティカルパスを IT 化して運用してまいりました。
　当初 6 施設で始まったこの研究会も、定期会合によるパス
の改定を重ね、今では 50 施設以上とその輪を広げてきてい
ます。収集されたデータの解析により標準的な在院日数、退
院基準等、今まで不透明だったこの疾患の全体像もみえてき
ており、入院治療の効率化、平均医療費削減、入院単価の向
上にもつながっています。

　これまでの連携パスは、UMIN （大学病院医療情報ネット
ワークセンター）における会員制ホームページでのデータベー
ス共有で開始し、平成 25 年 1 月から熊本大学病院医療情報
経営企画部の協力で独自のサーバーを立ち上げ、WEB 上での
オンライン入力のシステムを構築してきましたが、この度くま
もメディカルネットワーク内での運用へと変更を進めています。
くまもとメディカルネットワークとは、利用施設（病院・診療所・
歯科診療所・薬局・訪問看護ステーション・介護施設等）を
ネットワークで結び、参加者（患者）の診療・調剤・介護に必
要な情報を共有し、医療・介護サービスに活かすシステムです。
これに参加することで参加者（患者）の受診時の状況や治療
歴、検査データ、画像データなどを利用施設で共有できるこ
とになり、より質の高い医療や介護を受けることができるよう
になります。
　今後くまもとメディカルネットワークの利用施設の増加に伴
い、熊本大腿骨頚部骨折シームレスケア研究会での地域連携
クリティカルパスの利用環境もより改善していくものと期待し
ています。

第 85 回定例会（於 熊本機能病院 南館 2 階大ホール）
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　こんにちは。研修医一年目の阿字野愛と申します。長崎出身で大学

から熊本にきて、そのまま熊本で研修させていただいております。4月

からの研修も、早いもので半年が過ぎました。最初の頃は右も左もわ

からない日々でしたが、周りの方々に助けられながら、ようやく少しず

つできることが増えてきて、充実した研修の日々を送らせていただいて

おります。

　私は消化器内科から研修が始まりました。消化器の先生方はとても

アットホームで、何もわからない私に優しく丁寧に教えていただきまし

た。また、毎日のエコー検査も担当させていただき、エコー検査につい

ても学ぶことができました。

　次に回った外科では、毎日のように手術に入らせていただきました。

腹部臓器の解剖や、縫合の手技について理解を深めることができまし

た。当院は救急病院なので、緊急手術も多く経験させていただきました。

　3ターム目の神経内科では、脳梗塞の患者さまを多く担当させていた

だきました。はじめは手足が動かなかった方が、治療やリハビリによっ

て歩けるようになっていくのを間近で見ることができ、大変やりがいを

感じました。

　4ターム目では麻酔科を回らせていただきました。麻酔科では、手術

が安全に行えるように、万全の準備をしておくことが求められます。麻

酔や手術の侵襲によって変化する患者さまの全身の状態を把握し、自分

が対処しなくてはいけないという責任感を強く感じ、身が引き締まりま

した。

　現在は救急外来を研修させていただいております。救急外来には様々

な症状を持った方が来院されます。安全で適切な医療が行えるように、

日々勉強していきたいと思います。まだまだ分からないことも多く、ご

迷惑をおかけすると思いますが、精一杯頑張りますのでよろしくお願い

いたします。

臨床研修医

阿字野　愛
あじの　まなみ

　こんにちは。研修医1年目の水田貴大と申します。鹿児島大学医学

部を卒業し、今年 4月から地元である熊本の国立病院機構熊本医療セ

ンターで初期臨床研修をさせていただいております。

　研修開始から早半年が経ち、ローテーションも第 5 期に突入しました。

まだまだ分からないこと、できないことばかりで周りのスタッフの方々

にご迷惑をおかけしながらも日々研鑽している次第です。

　4月、初めての研修先は救命救急部でした。当院は「全職員をあげて

24 時間 365日体制で断らない救命救急医療」を掲げており、毎日1次

から3次までたくさんの患者さまが運ばれてきます。最初のローテーショ

ンが1分1秒でも早い診察・診断・治療が求められる救命救急部になる

とは予想もせず、救急車で運ばれてきた患者さまに対してまず何をして

いいかさえも分からず、救急車搬送口で立ち尽くし無力な自分を痛感し

た初日のことは一生忘れないと思います。「まずは ABC。」これを基本に

7週間で様々なことを学ぶことができました。

　その後、呼吸器内科・血液内科・糖尿病内分泌内科で研修し、現在

は循環器内科で研修をさせていただいております。心筋梗塞の患者さま

の超急性期治療の実際を経験することができています。現場のスピード

感を肌で感じることができ非常に勉強になっています。

　最後になりましたが、各科の先生方をはじめ、院内のスタッフの方々

には、大変お世話になっており、本当にこの病院で研修できて良かった

と感じています。今後も、何かとご迷惑をおかけすると思いますが、ご

指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

臨床研修医

水田　貴大
みずた　たかひろ

　こんにちは。研修医1年目の福田俊樹と申します。長崎大学医学部を

卒業し、今年 4月から地元である熊本で研修をさせていただいております。

　研修開始から早半年が経ち、ローテーションも第 5 期に突入しており

ます。

　まだまだ分からないことの方が多く、スタッフの方達に多大なご迷惑を

おかけしながらも日々研鑽している次第です。

　4月、私の研修生活の始まりは救急科でした。救急車が１時間に 5 台

も 6台もやってくるスピード感に置いてきぼりにされ、ホワイトボード前

で右往左往した初日のことは一生忘れないと思います。今後も当直をし

ていく上で、オーバートリアージが許容される救急外来においても、患者

さまに対しての必要十分な検査を意識して研修を積んで参りたいと思い

ます。

　その後、麻酔科ではバイタル変化に対する予測と対応を勉強させてい

ただきました。先生方ご指導のもと投薬や輸液を実施でき、それが目の

前でバイタルを変動させ、体感できたことは大変刺激的で貴重な経験で

した。

　その後、総合診療科・循環器内科・血液内科と研修を進めております

が、臓器別診療の難しさを痛感するとともに各科ごとのやりがいを感じ、

また病棟業務を覚えるのに悪戦苦闘する日々です。今後も問診をさせて

頂くこと、検査をさせて頂くこと、手技をさせて頂くこと、を医療に慣れ

ない私たち研修医にさせていただける環境に感謝して、日々研鑽して参り

たいと思います。

　私はプライマリーコースに所属しているため当院で研修させて頂く時間

も残りわずかとなってきましたが、残された時間を有意義に過ごして参り

たいと思います。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたしま

す。

臨床研修医

福田　俊樹
ふくだ　としき
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2020 国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター

（096）353-3515（直通）

研修日程表への
問い合わせはこちら

研修センター QR コード▶1月
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FAX 
096・353-6563096-353-6565 

096-353-6566 

患者さまをお待たせしないために

ご紹介は、外来紹介予約センター
受付平日 8:30～17 : 00 をどうぞご利用ください。

国立病院機構
熊本医療センター

地域医療連携室室長

菊川浩明

一年

1
月
外
来
担
当
医
名
簿

国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー

轡

令和

診罪科 月 火 水 木 金

総合診療
辻隆宏 辻 隆宏 吉江村隆文宏孝 辻隆宏 辻隆宏

吉村文孝 吉村文孝
圃友 耕太郎

吉村文孝 吉村文孝

血液
日高道弘 原因 奈穂子 録達智 日高道弘 原因奈穂子
河北 敏郎 三井土和 井上佳子 平野太一 窪田晃

糖尿病・内分泌
西川武志（午前新患） 小野恵子（午前新患） 百川武志（午前新患） 木下博之（午前新患） 橋本章子（午前新患）

総合医療セン事ー 小野恵子（午前再診） 西川武志｛午前再診） 橋本章子（午前再診） 吉永智昭（午前再診） 木下博之（午前再診）

（内科） （午前のみ） （午前のみ） （午前紹介のみ ） （午前のみ） （牛前のみ）
呼吸器セン告ー

名村 亮
小野宏

原英記 名村亮
小野宏

服大医師（院内コンサルト） 熊大医師（院内コンサルト）

感量症向科 ～一一一一一一－ （午前のみ）小野 宏 一一一一一一－ 一一一一一一ー （午前のみ）小野 宏

腎セン9－（腎臓肉科） 梶原 健害
富 田正郎

中村朋文 山本 紗友梨 富田 E郎
伊達亮佑

腫燭内科
境 健爾 境 健爾 境 健爾 境 健爾 境 健爾
山本春風 集逮智 破部 1専隆 山本 春風 破部 博隆

石井 将太郎 杉 和洋 杉和洋 杉 和洋 よ野茂紀
診 察 松山太 中田 成紀 石井将太郎 松山太 中国成紀

消化器病セン事ー 冨口純 久木山直貴 志茂田 美紀 久木山直貴 冨回線

（消化器内科）
向視鏡 l 午前 丸木山 上野 右井 志茂田 松山上野岡本 中田 冨口 志茂田 右井 松山

午後 中田丸木山上野 （志茂田） 松山上野志茂田 （右井） 中 国 冨 口 上野 （松山） 右井 冨口 志茂田 松山 久木山 志茂田
腹部超音波 杉 中国志茂田 松山 畠口上野 中目 立本山 昌口 石井上野 岡本 杉 丸 木 山 志茂田

心臓血管セン事一
藤本和輝 田山 信至

松川 将三
大縁康弘

松原純一
（循環器肉科）

診 察 自尾友宏 大縁康弘｛隔週新患）
松原純一（新患）

中崎 直也
田山 信至（新患）

松川 将三（新患） 中嶋直也｛隔週新患） 藤本和錫（新患）

（心臓血管外科） 手術日 岡本実
岡本実

手術日 岡本実
田中睦郎

初めての方 満備 晃志 山下建昭 山下建昭 満崎晃志
山下建昭
平原信雄

精神・神経科

＼＼＼  
満崎晃志

2回目からの方 山下建昭 満崎 晃志 山下建昭 橋本聡
平原信雄

診察
水上 智之

間関 拓巳
水上智之

水上智之
岡田拓巴

北村 由希子 岡田拓巳 北村由希子

小児科 免疫 水上智之 水上智之 水上 智之

アレルギー ＼＼＼ ＼ 緒方美佳 ～～～～～ 緒方 美佳
平井奈美

平井奈美

外科
藤木 義敬 水 元孝郎

美馬浩介
宮成信友

久保田竜生
小澄 敬祐 井上 光弘 井上光弘

脳神経セン告ー 太塚忠弘
手術日

太塚 忠弘
中川隆志

太塚忠弘
（脳神経外科） 中川 隆志 武末吉広 水上秀紀

（脳神経肉科） 幸崎弥之助 小阪崇幸
天野 朋子 幸崎弥之助 天野朋子
津田 幸元 小阪 崇幸 津田幸元

初めての方
循π 哲也 福π 哲也 前田 智

（午前）
平井奉1専 前回 智 中馬東彦
田畑聖吾 田畑 聖吾 松下 任彦

整形外科
福z哲也

手術日
松下 任彦

手術日
再診予約の方 中馬 東彦

（午後）
平井 泰博 唐回宗一郎

相馬史朗
｛橋本伸朗） （橋本 伸朗）

前田喜寛
菊川 浩明 担当医 前回喜寛

菊川浩明
泌尿器科

鮫島智洋
矢 野大輔 （手術日） 銘苅晋吾

矢野大輔
近浦 慶太 （紹介のみ） 西薄秀和

産婦人科
三森寛幸 西村 弘

山本 文子
高木みか 西村弘

高木みか 山本文子 下川 理沙 下川 II沙

感覚器セン告ー
書官木 太輔 豊臣木大輔 柴木 大輔
宮崎洋子 ｛手術日） 宮崎 洋子 （手術日） 宮崎洋子

（眼科）
下回健文 下回健文 下回健文

感覚器セン告ー
手術日

上村 尚樹
手術日

外来検査日 上村尚樹
（耳鼻咽喉科） 竹本 梨紗 （完全予約制） 竹本梨紗

感覚器セン書一
初診（紹介あり） 減野 剛充 牧野 公治 島田佳奈子 酉葉月 島田秀一

再診 島田 佳奈子 西 葉月 島田 秀一 織野 剛充 牧野公治（皮膚科）
（初診 無紹介） 城野剛l充 牧野 公治 島田 佳泰子 西 葉月 島田秀一

（午 後 ） （午 後 ） （午 後 ） （午 後）

形成外科 大島秀男 大島秀男 大島秀男
束野哲志

担当医 手術日 東野哲志
東野哲志

（紹介のみ） （自費診療）
前山 徹 前山徹 前山 徴

治療（予約制） 冨高悦司、 福川喜之、 松本忠土

放射線科

画像診断 吉松俊治、 浅尾 干秋、 伊藤加奈子、 根岸 孝典、 幸村紘子

麻酔科
宮崎 直樹 ～～～～～ 光田 祐樹 ～～～～『』 古庄 干代

（術前診察／麻酔相談） （麻酔相談） （麻酔相談）

緩和ケア外来 確部博隆 祭達智 磁部博隆 議部博隆 礎部 1専隆

中島健
中島健

中島健
中島健

中島健
歯科 谷口広祐

谷口 広祐
谷口広祐

谷口広祐
谷口広祐

口腔外科 森久美子
議 久美子

森久美子
森久美子

中川文雄
中尾美文

中川文雄
中尾美文

中川文雄
中尾美文

中尾美文 中尾美文

原田 正公、 北田 真己、 織井聖大、 渋沢 崇行、 清水 千華子‘ 山田 周、 狩野亘平、 江良 豆、

橋本聡、 楯直晃、 深水浩之、 山本 太平、 松尾悠史、
救命救急セン告ー

吉村文孝 木村文彦 田中 拓道 宮内 大介

ストーマ 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師
看護外来 がん看護 専門看護師（午前） 専門看護師 専門看護師 専門看護師 専門看護師

語種後7オロ－7ツヨ 阜門宥時 間柄 由 同 量 三佐助 嗣 車門書z，間柄

薬剤師外来 がん化学療法 薬剤師 薬剤師 薬剤師 薬剤師 薬剤師

｛注）担当医は都合によd変更す岳こと1J •曲り a: 9 0 手術日はお待たせする耳ロも」eいま曹ので、田了調にください。 R2/1/1 


